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李志恒 『漂舟録』にみえる 「石将浦」について

On`SeokjangPo(石 将 浦)'foundin"Py(加ro9(漂 舟 録)"writtenbyLeeJi-Hang(李 志 恒).

中村 和之※
KazuyukiNAKAMuRA

は じ め こ

1696年(元 禄9,粛 宗22),北 海道 の北部 にある礼文島 に漂着 した朝鮮王朝 の下級官吏である李志

恒 の残 した 『漂 舟録』は,17世 紀末 の北海道 につ いての貴重な記録で ある。漢文 で記 されて いる こ

ともあってか,こ の史料が北海道史や 日本列島の北方史 の分野で注 目され るようにな ったのは,1994

年 に池 内敏氏 による 日本語訳(池 内1994)が 発表 された のが きっかけであ る。そ の後,い くつか の

研究 が発表 され たが(池 内1995,池 内2006,中 村1998),必 ず しも研 究が進んでいる とはいえない。

だが この史料 は,17世 紀 の北海道 のアイ ヌ語 やアイ ヌの人たちの生活 文化 の記録 として,非 常 に貴

重な もので ある。

本稿では,『 漂舟録』の研究 の基礎作業 のひ とつ として,「 石将浦」 という地名について考察 を加え

ることに したい。

1李 志恒r漂 舟録』が伝える漂流してから松前着までの顛末と日本側の記録

まず,李 志恒 『漂舟録』 の記述 に従って,漂 流 してか ら松前 に着 くまで の彼 ら一・行の動きを辿 って

み よう。以下,池 内敏氏 の 日本語訳か ら適宜 要約 して紹介す る。

李志恒は,4月13日 に,東 莱府か ら寧海 に向か う目的で船 に乗 って出発 した。浦 ごとに停泊 して,

4月28日 に出航 した後,乗 ってい る船が流 され,12日 間 の漂流 の後 に 「泰山」のよ うな陸地が見 え

たので,そ こに上陸 した。 山の中腹か ら上は雪が いっぱ いに覆 ってお り,人 はみな黄色 い衣 を着て,

黒い髪に長 いひげであった。李志恒 の一行 には,釜 山出身の金 白善 という倭語(日 本語)が で きる者

がいたので,話 しかけてみたが全 く通 じなか った。李志恒 は,丘 の上 に立 って まわ りを眺 めてみた と

ころ,陸 地 が東北側 に見えたので,小 さな海 をひ とつ越えてそ こにた どり着 いた。そ こにも同じよう

な人た ちが住 んで いた。土地 を指 して名を尋ねた ところ,諸 毛谷(je-mo-gok)と 言 った。そ こか ら

30里 ほ ど移動 した と ころで土地 の名前 を尋ね た ら,占 毛谷(jeom-mo-gok)と 言 われた。山すそ の

高 くな った ところに登 って眺めてみた ところ,東 南間 に長 い陸地が見 え,山 がそび え立っていた・そ

こを指 して尋ねた ところ,至 谷(ji-gok)と 答え られた。距離 を見積 もって みた ところ,30里 ほ どで

あったが,実 際 には もっ と遠か った。そ こにた どり着 いて地 名 を尋ね た と ころ,小 有 我(so-yu-a)

だ と言われた。

数 日間そ こに とどま り,尭 老和那(yo-ro-hwa-na)と い う草 の根 を掘 り,粥 を作 って食 べた・ こ

の草の葉 は芭蕉 によく似てお り,根 は大根 によく似ていた。 また,自 分たちの衣服 と　皮 の服な どと

を交易 した。船 を指 さしなが ら,帰 る道 を聞いてみた ところ,手 で南方 を示 し,息 を吹き出して風の

意 を示 してか ら,叫 ろ叫01(ma-jeu-ma-i)と 言 った。そ こで,東 方 にある陸地沿い に南下 した。途
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中で 出会 った人 に同じ問 いをく り返 したが,彼 らは叫ス1叫・1(ma-ji-ma-i)と 言 うばか りだ った。21

日目に,海 岸 の高い ところか ら手を振 りなが ら呼ぶ人たちがいた。それは二人の倭人で,金 白善 とも

少 しは ことばが通 じた。彼 らは南村府(nam-chon-bu)の 倭 人で,金 を採掘す るた めにそ こへ来て い

るということであった。彼 らは,白 米 ・葉たば こ ・醤油 ・塩 を くれ,さ らに絨封 した手紙 を渡 してき

た。手紙 を開けてみたが,日 本の文字だ ったので,内 容はわ か らなか った。ただ,文 章 の下 に,漢 字

で 「松 前人新谷十郎兵衛」と書 いてあった。す ぐに出発 し,50里 ばか り進んだ ところで停泊 した。金

白善 に,紙 に筆 で倭語 を書 いて尋ね させた ところ,国 号は蝦夷国,地 名は漢西隅だった。 翌 日,7,80

里進んだ ところで上陸 した。そ こには倭人の頭 目が いて,「 私 は松前奉行 の者 で,名 は新谷十郎兵衛

である」 という短い文章を書 き示 した。 また,初 めに停泊 したのは どこか と聞かれた ので,金 白善に

諸毛谷(je-mo-gok)と い う地名 を発音 させた ところ,そ の倭人 は 「蝦夷地 の果 てである。 ここか らは

2000里 ほ ど遠ざかってお り,松 前か らす ると3600里 ほどであ る」 と答えた。 また 「あなた方 が停 泊

したと聞 いた ところの外側 には,ま た別に掲悪 島(ga-rak-do)と 呼ばれる ところが ある」 とも言 った。

7月1日 に,新 谷十郎兵衛の船 に乗 り,武 田大兵衛 ・仙台六右衛 門 ・秋 田喜左衛門な どとともに出

発 した。一行のなかには,蝦 夷通事の高山間兵衛 もいた。李志恒 は,船 のなかで蝦夷通事 に漢字 を書

いて質 問 した。李志恒 が 「蝦夷 が 『叫三～叫 ・1(ma-jeu-ma-i)』 とい うのは何 の ことです か」 と質 問

す ると,高 山は 「松 前の ことです」 と答 えた。 同じく 「『曽ユ君。η(ang-geu-rab-e)』 とは何ですか」

と質問す る と,「 平安 とい う意味です」 と答えた。rr里 フ1到(bil-gi-ui)』 は何ですか」 と質 問す ると,

「暖か い(優 しい)と い う意 味です」 と答 えた。 「『叫フ1(ak-gi)』 とは何ですか」 と質問す ると,「 水

です」 と答えた。 「『。}司(a-bi)』 とは何ですか」 と質 問す ると,「 火です」 という返答で あった。4

日進んだ ところで,逆 風に遭 い浦 口に船 を停めて留まった。連 日逆風が吹 くので,同 じ所 に留 まった

まま3日 にな った。翌 日,海 岸沿 いに進んだ。3日 過 ぎて のちに,大 きな海 をひ とつ越 えて,あ る と

ころに到 ったが,そ こは石将浦(seok-jang-po)と 呼ばれ ていた。そ の海 は蝦夷 国 との分界 となる海

であった。7月10日 甲子,南 風 が強 く吹き,雨 が降 りしき った。十郎兵衛は ,李 志恒が悲 しがって

いる様子 を見て,金 を出 して美酒 を買い求 め慰 めて くれた。 日本語のできる金 白善は ,李 志恒 とは別

の船 に乗 ってお り,お 互 いの様子 について話 を交わす ことがで きない状態 であった。 同月23日 ,松

前府 の北方100余 里 ほ どの曳沙峙(ye-sa-chi)と いう ところに到着 し,3日 留 まった。 ここか ら李
かご

志恒だ けが輪 に乗 り,26日,松 前 まで70里 ほ どのと ころに到 った。27日,松 前 まで10里 ほどのと

ころで食事 を し,衣 冠 を端正 にして松前府 に入 った。

以上が,『 漂舟録』の記す李志恒 の行動 である。彼 らについては,日 本側 に対応 する史料が いくつ

か残 されている(松 本 ・三浦 ・東2006)。 最 もま とまって いるのが,『 福 山秘府』巻之30～31の 朝鮮

漂人部 上 ・下で ある(北 海道庁1936)。 以下,同 書 に従 って李志恒一行 の行動 を辿 ってみよ う。

まず,李 志恒が東莱府 を出発 した のは,4月13日 であ り,28日 に強風 に会 い流 された。途中で 日

本の大 きな船 に出会って食料や水 を貰 い,そ の船 につ いて進 んでいたが,強 風 では ぐれ て しまった。

5月12日 に,日 本の北の土地 にた ど り着いた とある(1)。この地 とは 「レフンシ リ」,つ ま り礼文(れ

ぶ ん)島 の ことであろ う(2)。李志恒は漂流 して12日 目に陸 に着いた と記 して いるが ,実 際 には14日

目であ る・ 「レフンシ リ」か ら 「リイ シ リ」 を経 て,5月13日 に 「ソウヤ」 に着 いた。rリ イ シ リ」
り し り

は利尻島,「 ソウヤ」 は宗谷である。宗谷 では蝦夷 の世話 を受け,数 日滞在 してか ら5月20日 に羽保
は ぼ ろ

呂へ着いたが(3),こ こは現在の羽幌である。羽保 呂では,金 堀奉行 の新谷十郎兵衛に保護 された。羽

保 呂を出発 した 日は,李 志恒の言 う とお り7月1日 と見 て良いで あろうq)。 したが って,40日 間 も

羽保呂に留 め られた ことになる。 この間,取 り調べ を受けたもの と思われ る。その取 り調べが ,キ リ

ス ト教 に関す るものであった ことを示唆す る史料 も残っているが(`),な ぜ か李志恒 はそ のことについ
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て全 く触れていない。 また,羽 保呂に着 くまで の間の行程についても,ア イ ヌの男性 か ら鱒 を恵んで

も らって食べたな どの記述 はあるものの,こ とば も通 じない未知の土地 を自力で進んでいたか のよう

な表現 に終始 している。 しか し,『 福 山秘府』 には,礼 文島や利尻島のアイ ヌの首長か ら,宗 谷へ連

絡が届 いて いる ことが記 されてお り(6),李 志恒一行 に対す る保護 ・観察 がある程度は行われていたも

の と思われ る。

李志恒 と孔哲の二人は,羽 保 呂か ら新谷十郎兵衛 の船 に乗 って松前 に向かい,金 白善 ら残 りの6人

は 自分 たちの船 に乗って松 前に向か った。 これは彼 らの希望で あったよ うである。金 白善 と別の船 に

乗 って いる ことは,李 志恒 も記 して いる とお りで ある。 金 白善た ちは,7月19日 に松前 に着 いた。

李志恒 と孔哲 を乗せた船は,少 し遅れて7月24日 に松前に着 き,翌25日 に二人は松前城 に登城 して

いる(・)。r漂舟録』では,松 前着を7月27日 としてお り,な ぜ か ここだ け3日 間のず れがあるが,そ

の理 由は不 明で ある。 なお,羽 保 呂か ら松 前までは,順 風 だ と海路5日 間で着 くとの記述 もあ り(8),

非常 に時間をかけて移動 した ことになる。単 なる天候不順だ ったのか,そ れ ともな にか特別 の事情が

あったのか もしないが,そ の理 由はわか らない。

以上のよ うに,李 志恒r漂 舟録』の記載 と

『福 山秘府』 な どの 日本側史 料 とを比較 する

と,大 まかな 日付 と移 動経路 などは共通す る

ことが わか った。そ の一方で,『 漂舟 録』 に

は,漂 流 の途 中で 日本の船か ら食料や水 をも

らっている ことや,羽 保呂で取 り調べ を受 け

た ことについて全 く触れて いないな ど,意 図

的 に記載を避 けた と思われ る点がある。

2r漂 舟録』にみえる石将浦についての考察

李 志 恒 『漂 舟 録 』 に は,11個 の 地 名 が 記

録 さ れ て い る 。 諸 毛 谷(je-mo-gok),占 毛

谷Geom-mo-gok),至 谷Gi-gok),小 有 我

(so-yu-a),叫 ろ 叫01(ma-leu-ma-i),叫 ス1

叫01(ma-ji-ma-i),南 村 府(nam-chon-bu),

漢 西 隅(gye-seo-u),掲 悪 島(ga-rak-do),

石 将 浦(seok-jang-po),曳 沙 峙(ye-sa℃hi)

で あ る 。 こ れ ら の な か で,位 置 が わ か っ て い

る 地 名 は5つ,厳 密 に 言 え ば4つ し か な い 。

池 内 敏 氏 の 比 定 に よ れ ば(池 内1994),小 有
そ うや

我(so-yu-a)は,北 海 道 の 最 北 端 の 宗 谷 で

あ る 。 ま た,叫 ろ ロ}01(ma-jeu-ma-i)と 叫

ス1叫 。1(ma-ji-ma-i)は,と も に 松 前 の こ と

で あ る 。 松 前 の 北 方 百 里 に 位 置 す る 曳 沙 峙
え さし

(ye-sa-chi)は,江 差 の こ と と す る 。 い ず れ

も 池 内 氏 の 見 解 に従 い た い 。 こ の ほ か,掲 悪

島(ga-rak-do)は サ ハ リ ン(樺 太)島 の 当

σ

　

礼文議 ◎ 宗谷

利尻島

　

積丹

o江 差

松前
O

　

余市

o羽 幌

o石 狩

図1李 志恒r漂 舟録』関係地図
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か ら との し ま

時 の呼び名である 「唐渡之嶋」の ことである(中 村2006)。

残 る6つ の なか で,南 村府(nam-chon-bu),漢i西 隅(gye-se-ou)そ れ に石将 浦(seok-jang-po)

の3つ は,筆 談 で知 った漢字の地名であるか,そ の可能性が高い もので ある。 これに対 して,諸 毛谷

(je-mo-gok),占 毛谷(jeom-mo-gok),至 谷(ji-gok)の3つ は,礼 文島か ら利 尻島 を経て宗谷 に到

る道筋でアイ ヌか ら教えて もらった地名で あ り,ア イヌ語地 名 と考 えてよ いものである。ただ し,こ

れ らの地 名の位置 を明 らかにする ことはで きない。

李志恒は,新 谷十郎兵衛の船で7月1日 に羽保路 を出発 し,数 口の航海 ののちに石将浦 に着いた。

この部分 を,池 内氏は次 のよ うに訳 出している。

3日 間過 ぎてのちに,大 きな海 をひ とつ越 えて,あ るところに到ったが,そ こは石将浦 と呼ば れ

て いた。その海は蝦夷国 との分界 となる海 であった。

池 内敏氏 によれば,李 志恒 『漂 舟録』 には,『 海行捻載』所収 の活字本が ある。 また,こ れ とは別

に 『李志恒漂海録』 という名 の写本 も存在す るが ,こ の写本は大韓 民国国立 中央図書館 と東京大学付

属 図書館阿川文庫 に1冊 ずつ所蔵されている。

李志恒 『漂舟録』では,石 将浦は,つ ぎのように史料 に登場す る。

過三 日越一大海,始 到一・慮,號 稻石 將浦。蕨海乃蝦夷國分界 乃海也。

同 じ部分 は,『 李志恒漂海録』 にはつぎのようにあ る。

過三 日越一大海,至 石将浦。 乃分界表海也。

では,こ の 「蝦夷国 との分界 とな る」石将浦 とは,一一体 ど このことなのか。 先ほ どの石将浦の記載

に続 けて,

7月10日 甲子。南風が強 く吹き,雨 が降 りしき った。 ……十 郎兵衛が私の悲 しが って いる様子

を見て,金 一銭を出 して美酒一桶 を買い求 め,私 を慰め ,愁 い を晴 らそ うと して くれた。

とい う文 章があ る。李志恒一行が 羽幌 を出発 したのは7月1日 だか ら,石 将浦 は,羽 幌か ら舟で10

日以 内にた どり着 けるところでなければ なない。 しか も思い立って 「美酒」 を買 い求め られるような

場所で あった・ また,江 差 に着 いた のは7月23日 の ことであるか ら,石 将浦 は羽幌 と江差 のほぼ 中

間 に位置す るものと推定 される。以 上の ことか ら,石 将浦の候補 となる地名 としては,石 狩湾沿岸 の
いしかり よ い ち

石狩か ら余市近辺 の地域があげ られ る ことにな る。

以上の ことを確認 した うえで,石 将浦 の検討 に入ろ う。 ここで注意 しなければ な らないのは,李 志

恒が,筆 談で見た石将浦 とい う表現 を書 き記 したのか,あ る地名 を音で聞き 自分 で漢字 にあてたのか

がわか らな いという点である。すで にのべたよ うに,羽 幌 を出発 した時点 で,李 志恒 は 日本語の堪能

な金 白善(9)と は別行 動を とって いる。 したが って,石 将浦 に滞在 して いた時点では ,李 志恒 は筆談

で意思 を通 じるしかなかった はずである。 だが,彼 らは松前で合流 し,そ れ以降 は行動 を共に してい

るのだか ら,李 志恒が金 白善に通訳 をさせ て質問 し直す こともで きたはずで ある。以上 の ことか ら,

筆者は,李 志恒 が筆談 を通 じて石将浦 とい う表現 を知 った可能性 は高いが ,音 で聞いた地名である可

能性 も否定できないと考えて いる。

それでは,石 将浦が音で 聞いた地名で ある可能性 か ら検 討 してみよ う。 石将浦では何 日も滞在 し,

酒 を買い求 めることができたのだか ら,こ の時期の蝦 夷地 として は主要な集落であった と考 えること

ができる。 『松前島郷帳』 は,1700年(元 禄13)に ,松 前藩が国絵 図とともに幕府 に提 出 した もので

あ り,こ れ には以下のよ うな地名が並べ られている(国 書刊行会1969:323-324)。

從二松前_西 在郷井 蝦夷地之覧

…… 一一ほろむい村 一・小島 一大島 一お こしり島

從 レ是蝦夷地
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一 うすべ ち 一ふ とろ 一せたな い 一はませ たない 一あふ ら 一ちわ し 一 しまこまき

一夕 まき 一六條 問 一・をたすつ ＼ 一・たんね しり 一 し りべち 一いそや 一岩内

一 しりぶか 一むいの泊 り 一ふ るう 一 しや こたん 一・び くに ふ るび ら 一・ざ ま ＼き

一 もいれ 一よいち 一・しくず し 一かっち内 一おた る内 一はつ しやぶ 一一しろの

一 しやつ ほろ 一い しか り 一お しよろ こつ 一 あつた 一 ましけ 一べつか り 一ほろ とか り

一 はしへつ 一つるをつへ 一 とま 、い
.一 ういべ ち 一て しを 一ばつか いへ

是 よ りそ うやの内

一つ さん 一のつ しやむ 一そ うや

離島之分

一・へ うれ 一 りい しり 一れぶん しり 一 い しよ こたん

また,『 蝦夷商質 聞書』は,1739年(元 文4)こ ろ に成立 した,蝦 夷地 の経済事情 に関す る史料で

ある。場所 ご との知行主 や主要産物 な どが記 され て いる。同史料 の 「城 下β西北之蝦 夷地之分」 に
ス ツ ツ ス ツ ツ イ ソ ヤ シルヘ ツ ユ ハナイ

は,「 日 辺 地 ・フ ト ロ ・勢 田 内 ・ス ツ キ ・嶋 子 巻 ・寸 津 ・尾 田 寸 津 ・磯 谷 ・知 別 ・岩 内 ・フ ル ウ ・
シャクタン ビ ク ニ フル ヒラ ヲ タ ル ナ イ

尺 丹 ・飛 國 ・古 平 ・与 市 ・下 与 市 ・ツ 子 タ ン ・シ ク ヅ イ シ ・尾 樽 内 ・石 狩 ・ア ツ タ ・マ シ ケ ・
トマ マ イ

戸間前 ・テ シヲ ・利尻 ・ソウヤ」な どの地 名があげ られて いる(松 前町史編集室1979:5-7)。

以 上の地名 のなかで,音 の類似か ら石 将浦(seok-jang-po)に 比定 でき るもの としては,r松 前 島

郷帳』の 「しや こたん」,『蝦夷商質聞書』 の 「尺丹」 をあげ ることができる。 また これ以外には,適
しゃこたん

当な地名が見あた らない。 しや こたん ・尺丹 は,現 在 の積丹である。 しか し,こ の当時の積 丹で順風

を何 日も待つ問に,酒 を買い求めた りできたのであろうか。積丹半島は江戸時代 には難所 として知 ら

れて いた。 『蝦 夷商質聞書』 にも,「 尺丹 ト申地 ……荷積 リ三百五拾石余 リ,湊 悪キ故小舩参ル」 とあ

る(松 前 町史編集室1979:6)。 また,積 丹 とい う地 名はアイヌ語のshak(sak)一kotan(夏 の ・村)に

由来 してお り(山 田2000:481-482),そ もそ もは夏の間だ けの集 落で あったよ うで ある。新谷十郎

兵衛や李志恒 を乗せた船が,風 待ち をするために滞在 した場所 とは とうてい考 え られない。以上の こ

とか ら,積 丹が石将浦 である可能性は低い と言 わざるをえな い。 この ことは,石 将浦が漢字の音を用

いたあて字である可能性 もまた低 いことを示す もの といえる。

ではつぎに,李 志恒 が,筆 談 で石将浦 を知った可能性 につ いて検討 して みよ う。新谷十郎兵衛 が,

李志恒 の漂着 を松前藩庁 に報告 した 「西蝦夷地 羽保 呂金堀奉行新谷重郎兵衛廻文」 の末尾 には 「羽保

呂浦 新 谷重郎兵衛」 と記 されてお り(北 海道庁1936:263),地 名の最後 に浦 をつけ る表現 の仕方

は,こ の当時 の蝦夷地 では珍 しい もので はなか った。 この よ うに考え る と,石 将浦 は,「 石将 の浦」

と読 む可能性が ある ことがわか る。 しか し,管 見 の限 り石将 という表記の地 名,な いしこれ に当ては

まるような地名は見あた らない。 また,李 志恒 『漂舟録』(『海行聰載』所収の活字本),『 李志恒漂海

録』(大 韓民国国立中央 図書館本)とr李 志恒漂海 録』(東 京大学付属図書館本)の 該 当部分 を子細に

検 討 して も,い ずれ も 「石将浦」 と しか判読できない。

このように,李 志恒 が筆談 で石将浦 を知 った とい う解釈 も行 きづ まって しま うので ある。では,一

体 この問題 をどう考えれば よいので あろうか。 ここで,筆 者 はひ とつの仮説を提議 したいと思 う。そ

れは,李 志恒 の書 き記 した石将浦が,正 しくは 「石狩浦」 であった という解釈である。李志恒が,筆

談で 「石狩浦」 と書かれていたのを読み誤 ったのか,帰 国後 に 『漂舟録』 をまとめた際に書 き誤 った

のか,そ の どち らかの結果 として,本 来は石狩浦 とされるべき地名が,石 将浦 となって しまったので

はないだろうか。 もしこの解 釈が許 され るものとすれば,羽 幌 と江差 の間 に位置する こと,風 待ち を

す るにも適 した場所で あることな ど,史 料 の内容 とは矛盾が生 じない。 あくまで も推論 であるが,以

上のよ うに考 える ことによ って,石 将浦 の位置 にひ とつの解釈 を示す ことができ る。
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3史 料に現われる石狩の検討

前節で のべ た,石 将浦 を石狩 とす る仮説 が成立 するため には,「 石狩」 とい う漢字の表記が ,1696

年 の時期 にす で に使われて いた ことを確認す る必要 があ る。1712年(正 徳2)の 自序 を持 つ ,寺 島

良安 『和漢三才 図会』巻 第64,蝦 夷島には(寺 島1988:245-246),
だったん

思 うに,蝦 夷は 日本の東北海中にある島である。その地は南北に長くて,北 は　鞘の地に隣接
けん そ い し か り

し,東 は大洋海である。山嶽多く瞼岨で陸行することはできない。また石加利河という大河があ
わ た

る。水は大へん急で石 を飛ば し渉行 る ことはできず,船 によって も漕 いで行 くことはで きな い。

だか らその河源 が幾里 ほどあるかは分 か らな い。

とあ り,「 石 加利」 と表記 して いる。 また ,こ の文 章 と一緒 に掲げ られ た 「蝦 夷之圖」 には 「石 苅」

という地名がみえる。1720年(享 保5)に 完成 した新井 白石 『蝦夷志』 には(寺 沢ほか1979:46) ,

西瀦 は周廻十二里許 り。 下流海 に入 る地は,名 づけて 「イ シカ リ」 と日う。 是の河 は夷地 の水の

最大 の者 な り。

とあ る。 このよ うに,蝦 夷地 に関す る著名な史料 では,18世 紀 に入 って も石 狩 という表記 はなされ

ていない。

一方
,1731年(享 保16)に 完成 した 『津軽 一統志』巻第10之 下,に は(青 森県史編 さん近世部会

2001:619),

一
,… …又ハ石狩 の狭共 申分の 由,松 前殿 よ りつ くなひ御取,前 々のことく商仕候 ヘハ能御座候

へ共,し や くしや いんか ことくにた らし寄殺 され候てハせんなき事 に候間 ,そ の うへ高岡の助勢
セン

御 か り,石 狩中御 たや し可被成候 由被仰 聞候,左 候ハ ＼,つ くなひ出 し候 て も詮なき事 に候問 ,
くママ　

問合様子次第 に可仕候,是 悲御たや し被成候ハ ＼不叶迄一戦可仕 とて,石 狩の川 口に小屋 を三百

程か け罷有候 由物かた り仕候,

とある。 同書は,1669年(寛 永9)の シ ャクシ ャイ ンの戦 い に際 して ,北 海道 に出兵 した津軽藩 の

記録 であ り,記 録 の信 懸性 は高い。 ただ し,史 料 の成立の時期が18世 紀 に下 るた め,シ ャクシャイ

ンの戦 いの時期 に,間 違 いな く 「石狩」 とい う表記が使 われて いた ことの証拠 にはな らな い。そ こ

で,1688年(元 禄元)に 水戸 藩主 の徳川光 囲が,蝦 夷視察 の目的 で派遣 した快風丸 についての記録

である 『御船快風丸』 を見てみよ う。 同書 には(北 海道郷土資料研究会1959:14) ,
一▲

,石 狩川ババニ町バカ リ流ハ 日本 ノ取手川 ヨリノロシ,此 川二此方 ノ御 舟力 ㌻リ居 コ ト六月末

ヨ リ八 月始マデ居ル,

とある。 この史料 の存在,お よび前掲の 『津軽一統志』 によ り,李 志恒 が漂 流 した1696年 には,石

狩 という表記が蝦夷地で使われて いた ことは,ほ ぼ間違 いな いといえる。

また,『 津軽一統志』巻第10之 下,に(青 森県史編 さん近世部会2001:619-620) ,
一・

,石 狩 へ参候ハ ＼,川 上の蝦夷共 も川 口に三百程小屋をかけ罷有候 由,左 様の所 へ拙者共参候

ハ ＼,大 勢御船へ乗込狼籍仕候ハ ＼了簡難仕存候問不参候 ,

とあ るよ うに,石 狩 は シャクシャイ ンの戦 いの時 には ,石 狩川水 系のアイ ヌが集 結す る場所 であっ

た。 『御船快風丸』 と同 じく1688年 の快風丸 関係の記録で ある 『快風丸渉海記事』(北 海道郷土 資料

研究会1959:3-4)に は,

一
・石狩川広 さ那珂河 よ りも広 く御座候,深 も同由に候,川 脇 に蝦夷共罷在候 ,両 脇ハ平場 にて

四五里程脇 に大 山見へ 申候,然 共右 のひ ら場木 立 しけ り往来不罷成候 ,舟 にて常 にか よひ 申候,
一村 に大将分 の蝦夷一人つ ㌻御座候

,乍 去召遣無御座候,女 房 にてその内 にも女房 四五人持 申候

大将御座候,然 共女房壱処 には指置不 申候,隣 郷に家壱軒つ ㌻に女房壱人つ ㌻指置 申候 由,常 に
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見申候所も大将分とは見へ不申候,乍 去石狩川の惣大将はかるへかと申候,是 には脇の蝦夷出合

の節かるへか手を出し,蝦 夷の頭を押してしはらく指置手をはなしのき申候,食 物ハ干鮭を細か

に切湯煮を仕,さ めの油を指而喰し,生 鮭は氷頭の処を常に給へ申候由,

とあって,石 狩のかるへかが大きな勢力を持つ首長であることを記している。石狩は,石 狩川の河 口

に位置する水上交通の要衝でもあり,新 谷十郎兵衛が 「美酒」を買い求めた石将浦に比定しうる場所

としてふさわしいと思われる。

おわ りに

以上,推 論に推論を重ねてきたが,石 将浦を石狩 とする筆者の解釈はあくまで現段階の仮説であ

り,今 後の検討によっては見直 しを迫 られる可能性があることを明記しておく。ただ,も しこの仮説

が成 り立つものとすれば,つ ぎに問題となるのは,李 志恒が記す 「蝦夷国との分界となる」という意

味の解釈である。はたして,こ れが松前藩の権力によって決め られた分界であったのか,そ れとも当

時のアイヌの人たちが決めた生活圏としての分界であったのか,そ れによって,こ の時期の蝦夷地の

境界についての認識も変更を迫 られることになる。石狩アイヌの位置づけを含めて,近 世蝦夷地の歴

史研究に,新 しい疑問を投げかけることができるかもしれない。

謝 辞

大韓民国 ・釜慶大学校の票榮姫先生と申宗大先生には,近 世の韓国語の発音や表記についてご指導

をいただいた。また京都府立大学の井上直樹先生には,大 韓民国国立中央図書館蔵の 『李志恒漂海

録』の複写を送っていただいた。あわせて深く感謝申しあげます。

また,本 稿は,2006年11月25日 に釜慶大学校で開催された 「東北アジア文化学会第13次 国際学

術大会」における口頭報告 「李志恒 『漂舟録』に見える北海道の地名 『石将浦』について」の原稿に

加筆訂正 したものである。当日,貴 重なご指摘をいただいた,江 原大学校の孫承詰先生と東北学院大

学の七海雅人先生に心から感謝申しあげます。

[注]

(1)『 福 山秘府』 巻 之30,朝 鮮漂 人 部上,朝 鮮 國漂 人李 志恒 呈辮(北 海道 庁1936:265),

四月十 三 日。 只以 二軍 身_。 乗二此 小舟_。 …… 同 月二十 八 日,海 洋 中埣 遇 二狂 風_,舟 中尾木 折 破,不 レ能 レ制 レ

船。 ……幸 頼 一天助_。 五 月十二 日始 泊 一干 貴州 北土 一境_。

(2)r福 山秘府 』巻 之30,朝 鮮 漂人 部上,依 二朝 鮮 人漂着_而,外 崎 新十 郎 出府之 節,北 條 安房 守殿 へ彼 二差 出_候 書札

(北海道庁1936:267),
一 當 所 西蝦 夷地 「レフ ンシ リ」 ト申島 へ 八人 乗候 異 國船 漂着 仕,夫 ヨ リ 「リイ シ リ」 ト申 島へ参,蝦 夷 ノ教

ニ テ 「ソ ウヤ」 ト申所へ 着,「 ソウヤ」 蝦夷 介 抱仕候 テ,當 五 月二 十 日羽保 呂 ト申所 へ参 着仕 候。

(3)r福 山秘 府』巻 之30,朝 鮮 漂 人部 上,依 二朝 鮮 人漂 着_而,外 崎 新十 郎 出府之 節,北 條 安房 守殿 へ被 二差 出_候 書札

(北海道庁1936:267),
一 當五 月十 三 日 「ソ ウヤ」 ト申所 へ着 ,五 六 日滞 留仕 候 テ,五 月廿 日羽 保 呂へ参,六 人 ノ異 國 ノ者,七 月十

二 日江 差村 へ着,七 月十 九 日當所 へ参 着仕 候。 六 人 ノ内金倉 知 ト申者,日 本詞 能存 候。 七 月二十 日倉 議仕 候慮,

朝 鮮 國釜 山浦 ノ者 ノ 由。 江原 道 府伯 へ見 舞 二参 候故,當 四 月朔 日出船,同 廿 八 日逢 二大風_,折 レ梶,海 上 敏 日

漂流仕 候而 「レフン シ リ」 へ着仕 候 由 申候 。當 月十 九 日 「ソ ウヤ」 へ差遣 候私 手船 罷蹄 候。rソ ウヤ」 夷 人 ノ頭

カチ ホ ッテ,シ カ タイ ヌ,ラ イ此 三 人方 ヨ リ異 國船 ノ様 子 申越 候。 レフ ン シ リ蝦夷 人 ノ頭 タ ロ ウナ,リ イ シ リ

蝦 夷 人 ノ頭 イ ヌ シ ヲマエ キ ワ カ爾 人,右 ノ者共 段 々 ソ ウヤ へ相 通候 。 異國 之詞 蝦 夷 トー 圓通 不 レ申候 故,大 方

推量 二存 候趣 申越候 。

(4)『 福 山秘府 』巻 之30,朝 鮮漂 人 部 上,西 蝦夷 地 羽保 呂 金堀 奉行 新谷 重 郎兵 衛廻 文,從 二朝 鮮 國_流 來 船,松 前 迄 爲

レ登 申付候 口上 之書 之 事,は,新 谷重 郎 兵 衛 の 名で 出 され,「 元 禄 九年 丙 子 七 月朔 日」 の 日付 で あ る(北 海 道庁

1936:262-263)。 この文 書 の宛 先 は,御 船 上乗 衆 中,同 船 頭 衆,夷 地 津 々浦 々商 船 上乗 船頭 衆,な どとな って お
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り,新 谷 十 郎兵 衛 の船 とは別 に,自 分 たち の船 で松 前 に 向か う金 白善 ら六 名 に与 えた 文書 と思 わ れ る。 この7月

1日 が,羽 保 呂 を出発 した 日付 とみ て良 いで あ ろ う。

(5)『 福 山秘 府』巻 之30,朝 鮮漂 人 部上,朝 鮮 國漂 人李 志恒 呈辞(北 海道 庁1936:266),

・・耶蘇 者之 言不 レ知 。朝 鮮元 無。

(6)注3史 料 。

(7)『 福 山秘府 』巻 之30,朝 鮮漂 人 部上,朝 鮮 人館 前高 札拉 勤番 條 目(北 海道 庁1936:263-264),

元禄 九年 丙子 七 月十 九 日,朝 鮮 人 六 人,從 二西 在 郷_到 着,令 二登 城_,同 月廿 四 日,李 先達,孔 裡 將 爾 人從 二江

差_陸 地 到着,同 廿五 日雨 人登 城,旅 館 横町 並川宇 左 衛 門宅也。

(8)『 福 山秘府 』巻 之30,朝 鮮漂 人 部上,依 二朝 鮮 人漂着_而,外 崎新 十郎 出府 之 節,北 條安 房 守殿 へ被 一差 出_候 書 札

(北海 道庁1936:269),

羽保 呂 ヨ リ松 前迄船 路三 百 四五十 里,順 風 五 日程二 大船 ハ走 來 申候。

(9)注3史 料 に 「六 人 ノ内金 倉知 ト申者,日 本詞 能 存候 」 とあ る よ うに,金 白善の 日本 語 の会話 能 力 は松 前藩側 か ら

も高 く評価 されて いた。
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